近来 出 遇わな か つた ひど い 寒さ もやわら ぎ はじめた 

ち つ ぷ くき 

ので、 兄の 蟄伏 期 も 長い ことなく 終わる だろう。 しか 

し 今年の 冬 はたんと 健康 を 痛めないで 結構だった。 兄 

のよう な 健康に は、 春の 来る のが どのくらい 祝福で あ 

るか をお 察しす る。 

ちつ みん き 

僕の 生活の 長い 蟄眠期 もよう やく 終わり を 告げよう 

としてい るかに 見える。 十 年 も 昔 僕らが まだ 札幌 にい 

たころ、 打ち明け話に 兄に いってお いた こと を、 この 

ごろに なつ て やっと 実行しょう というの だ。 自分な が 

きょうだ 

ら 持つ て 生まれた： Kil と 牛の ような 鈍重 さとに あきれ 



持ちと して は、 あれ 以上 謙遜に も、 あれ 以上 大胆に も 

物 をい うこと がで きなかった の だ。 この 点に おいて は 

あ.. つ 

反感 を 買おうと も、 憐れみ を 受けよう とも、 そこ は 僕 

がま だ 至らない の だとして 沈黙して いるより いたし か 

たがない。 

僕の 感想文に 対して まつ 先に 抗議 を 与えられ たの は 

広 津和郎 氏と 中 村 星 湖 氏と であった と 記憶す る。 中 村 

氏に 対して は 格別 答弁 はしなかった が、 広津 氏に 対し 

て はすぐ に 答えて おいた (東京 朝日 新聞)。 その後に 

な つ て 現われた 批評に は 堺利彦 氏と 片山伸 氏との が あ 

みかみ おときち 

る。 また 三 上 於 菟吉氏 も 書いて おられた が 僕 は その 一 



いるので あり、 後者 だとす ると 堺氏 といえ ども 労働者 

の 立場に 立って いると は 僕に は 思われない (僕に 思わ 

れ ない ばかりでなく、 堺氏 自身 後者に ある もので はな 

いと 僕に 言明した)。 今度 は 「運動に 参加す る」 という 

言葉 だ。 堺氏 はこれ まで 長い間 運動に 参加した 人で あ 

る。 誰でも その 真剣な 努力に 対しての 功績 を 疑う 人 は 

なかろう。 しかしながら 以前と 違って、 労働階級が 純 

粋に 自分自身の 力 を も つ て 動こうと しだして きた 現在 

および 将来に おいて、 思いやり だけの 生活 態度で、 労 

働 者の 運動に 参加しょう とする ことが、 はたして 労働 

階級の 承認す ると ころと なる であろう か。 僕 はこ こに 



と 僕 は 思う の だ。 ここが 客観的に 物 を 見る 人 (片山 氏 

の ごとき は その 一 人 だと 思う) と、 前提して おいた よ 

うに、 僕 自身の 問題と して 物 を 見ようと する 人との 相 

違で ある。 ここに 来る と 議論で はない、 気持ち だ。 兄 

はこの 気持ち を 推察して くれる ことができる とおもう _ 

ここまで いうと 「有 島 氏が 階級 争闘 を 是認し、 新興 階 

級 を 尊重し、 みずから 『無縁の 衆生』 と 称し、 あるい 

は 『新興 階級 者に …… ならして もらおう とも 思わない』 

いやみ 

といった りする …… 女性的な 厭味」 と堺 氏の 言った 言 

葉 を 僕 自身と して は 返上した くなる。 

次に 堺 氏が 「ルソ ー とレ ー ニン」 および 「労働者と 



を 持つ もので、 純粋の 第四階級に とって は、 あるいは 

邪魔になる 者で はない かと 考えうる という こと を 付言 

してお く。 そんな 区別 をす るの は 取り越し苦労 だ。 現 

在の 問題 だけ を (すでに 起こり かかりつつ ある 将来の 

事実な ど は 度外視して) 考えて いれば、 それでい いの 

だとい われれば、 僕 はそう いった 人と、 考えの 基礎に 

なる 気持ちが 違う からし かたがな いと 答える ほか はな 

ヽ o 

レ 

それから ロシアに おける プロレタリアの 芸術に 関す 

る 考察が 挙げて あるが、 これ は 格別 僕の 「宣言 一 つ」 

と 直接関係の ある もので はない。 これ は 氏の ロシア 文 



いあんな 宣言 をす る 気になつ たの だ。 

三 上 氏が、 僕の いったよ うな こと をい う 以上 は、 ま 

ず 自分の 生活 を きれ い に 始末し てからい うべ き だと 説 

いたの は ごもっともで、 僕 は 三 上 氏の 問いに 対してへ 

こたれ ざる をえない。 同時に 三 上 氏 も その 詰問 を 他人 

に対して 与えた 以上 は 自分の 立場に つ いても 立 つ ベ き 

所 を 求めなければ ならぬ ともおもう。 すでに 求め 終 

わって いるの なら 幸甚である。 

A 兄 

じょうぜ つ 

くたびれた ろうな。 もう 僕 も 饒舌 はいい かげんに 

す る 。 兄 は 僕が 創作が できない の を どうした というが、 
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